
　
「
慰
安
婦
」
像
は
、
中
国

系
・
韓
国
系
米
国
人
ら
の
民

間
団
体
が
、
昨
年
９
月
、
同

市
内
の
民
有
地
に
設
置
。
10

月
に
市
に
寄
贈
さ
れ
、
サ
市

議
会
が
全
会
一
致
で
寄
贈
を

受
け
入
れ
る
決
議
を
可
決
し

ま
し
た
。
吉
村
市
長
は
、
像

の
碑
文
に
「
数
十
万
人
の
女

決
定
に
依
り
、
長
年
に
わ
た

っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
友
好

関
係
の
礎
で
あ
る
両
市
の
信

頼
関
係
は
根
本
か
ら
崩
れ

た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

吉
村
市
長
の
書
簡
を
受
け

取
っ
た
ロ
ン
ド
ン
・
ブ
リ
ー

ド
市
長
は
、
４
日
、
声
明
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

声
明
で
は
、「
一
人
の
市

長
が
一
方
的
に
、
我
々
２
つ

の
都
市
の
人
々
の
中
に
、
60

年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
存
在

し
て
き
た
関
係
を
終
わ
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

し
、「『
慰
安
婦
』
像
は
、
性

奴
隷
制
や
性
売
買
の
恐
怖
に

耐
え
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て

き
た
、
す
べ
て
の
女
性
た
ち

の
た
た
か
い
を
象
徴
す
る
も

の
。
こ
の
碑
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

出
来
事
や
教
訓
を
思
い
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

す
。

　

今
後
と
も
両
市
の
市
民
レ

ベ
ル
で
の
交
流
が
発
展
す
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、

「
次
期
市
長
選
挙
で
は
、
再

び
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ぶ
市

長
の
誕
生
を
目
指
し
て
奮

闘
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
は

９
日
、
抗
議
声
明
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

声
明
で
は
、「
60
年
に
わ

た
っ
て
両
市
の
市
民
が
、
文

化
、
経
済
な
ど
様
々
な
分
野

で
交
流
を
重
ね
て
き
た
関
係

を
、
自
ら
の
『
歴
史
認
識
』

に
基
づ
い
て
一
方
的
に
姉
妹

都
市
関
係
を
解
消
す
る
な
ど

言
語
道
断
」
だ
と
し
、「
世

界
の
流
れ
を
見
る
な
ら
ば
、

吉
村
市
長
の
態
度
は
ま
こ
と

に
恥
ず
べ
き
行
為
で
あ
り
、

国
際
感
覚
が
全
く
欠
如
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま

　

吉
村
市
長
は
、
サ
前
市
長

の
急
死
で
解
消
の
手
続
き
を

延
期
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
７
月
、
前
市
長
の
方
針
へ

の
見
解
を
質
す
書
簡
を
現
市

長
に
送
り
、
９
月
末
ま
で
の

回
答
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

書
簡
で
は
、「
設
置
さ
れ
た

碑
文
に
は
不
確
か
で
一
方
的

な
文
言
が
含
ま
れ
て
お
り
、

歴
史
の
直
視
で
は
な
く
単
な

る
政
治
的
な
日
本
批
判
で
あ

り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市

の
現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

分
断
を
持
ち
込
む
」「
貴
市
の

米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
ー
ズ

公
園
に
建
つ
「
慰
安
婦
」
像

サンフランシスコ市を訪れたメンバーから、サ市議
会から贈られた栄誉賞などを受け取った大阪市をよ
くする会事務局＝10月５日、大阪市北区内

　

感
謝
状
で
は
、
会
が
、
平

和
運
動
に
貢
献
し
、
フ
ァ
シ

ズ
ム
、
人
種
差
別
、
超
国
家

主
義
と
た
た
か
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

「『
慰
安
婦
』
の
歴
史
を
否
定

す
る
大
阪
市
及
び
日
本
政
府

に
抵
抗
し
て
い
る
」
こ
と
を

讃
え
て
い
ま
す
。

　

栄
誉
賞
で
は
、
会
が
「
慰

安
婦
」
問
題
解
決
と
女
性
の

人
権
向
上
に
ま
い
進
し
て
き

た
こ
と
、
歴
史
否
定
主
義
と

の
た
た
か
い
に
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
こ
と

を
讃
え
て
い
ま
す
。
感
謝
状

と
栄
誉
賞
は
、
日
本
軍
「
慰

安
婦
」
問
題
・
関
西
ネ
ッ
ト

　
「
慰
安
婦
」
像
を
設
置
し

た
「
慰
安
婦
正
義
連
盟
」
と

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
議
会

は
、
姉
妹
都
市
解
消
へ
の
反

対
集
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
「
大
阪
市
を
よ
く
す
る

ワ
ー
ク
に
も
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

記
念
式
典
に
参
加
し
た
尾

川
寿
江
さ
ん（
72
）と
大
口
彰

子
さ
ん（
74
）
は
、「『
慰
安

婦
』
像
は
女
性
の
人
権
を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
公
立

学
校
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、『
慰
安
婦
』
の
歴
史
が

き
ち
ん
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
に
は
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
の
記
念
碑
も
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
正
し
い
歴
史
認

識
を
持
た
な
け
れ
ば
、
女
性

の
人
権
も
平
和
も
守
れ
な

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

会
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝

状
、
栄
誉
賞
を
贈
り
ま
し

た
。「
慰
安
婦
」
像
設
置
１

周
年
の
９
月
22
日
、
像
が
建

つ
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
ー
ズ
公

園
で
開
か
れ
た
記
念
式
典

で
、
大
阪
か
ら
参
加
し
た
会

メ
ン
バ
ー
が
受
け
取
り
ま
し

た
。

性
が
性
奴
隷
に
さ
れ
た
」
と

書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、「
日
本
、
大
阪
に

対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ
」
と
主

張
し
、
サ
前
市
長
が
決
議
を

承
認
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

姉
妹
都
市
関
係
の
解
消
の
意

向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は
、
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

市
に
設
置
さ
れ
た
旧
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
像
を
め
ぐ

り
、
60
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
両
市
の
姉

妹
都
市
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
を
２
日
、
サ
市
の
ロ

ン
ド
ン
・
ブ
リ
ー
ド
市
長
に
通
知
し
ま
し
た
。

60
年
の
歴
史
無
視
し
て
姉
妹
都
市
解
消

吉
村
大
阪
市
長 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
通
知

サ
市
長「
一
人
の
市
長
が
一
方
的
に
関
係
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

　

姉
妹
都
市
解
消
問
題
で
は
、
サ
市

と
交
流
し
て
き
た
市
民
団
体
を
は
じ

め
、
多
く
の
大
阪
市
民
か
ら
反
対
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
解
消
撤
回

を
求
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
署
名
な

ど
も
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
共
産
、
自
民
、
公

明
が
反
対
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。

碑
の
設
置
や
公
有
地
へ
の
移
管
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

国
会
で
も
、
安
倍
首
相
が
サ
市
へ

の
寄
贈
に
つ
い
て
、「
わ
が
国
政
府

の
立
場
と
相
容
れ
な
い
極
め
て
遺
憾

な
こ
と
」
と
し
、
サ
市
に
対
し
て
拒

否
権
の
行
使
ま
で
求
め
て
い
ま
し

た
。

　
「
慰
安
婦
」
像
を
め
ぐ
っ
て
は
、

２
０
１
５
年
に
橋
下
徹
大
阪
市
長

（
当
時
）が
、
サ
市
の
「
慰
安
婦
」
の

碑
ま
た
は
像
の
設
置
を
支
持
す
る
決

議
案
に
対
し
て
反
発
。
以
来
、
像
と

「
慰
安
婦
」像
め
ぐ
る
動
き

「
よ
く
す
る
会
」に
栄
誉
賞

〝
歴
史
否
定
主
義
と
の
た
た
か
い
〟を
評
価

サ市議会慰
安
婦
正
義
連
盟
も

「
言
語
道
断
」
よ
く
す
る
会
が
声
明

「慰安婦」像の設置めぐり

shikai
テキストボックス
(2018年10月14日付大阪民主新報)



